
JP 2008-43783 A 2008.2.28

10

(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】皮膚に対して漸進的に増加する弾性力で接触す
る複数の刃を備え、さらにハンドルに対して揺動可能か
つ容易に交換可能なシェービングカートリッジを提供す
る。
【解決手段】交換可能なシェービングカートリッジ１４
と、ハンドル１２とを有する。カートリッジは、揺動支
持構造を備えた相互接続部材２４を有し、揺動支持構造
は、ハウジング１６と、ハンドル１２に取り外し可能に
固定するベース構造とを有する。ハンドル１２は、手で
把持する細長い把持構造と、手で把持する把持構造の端
部から延びているカートリッジ支持構造とを有する。カ
ートリッジ支持構造は延長部２６を有し、この延長部は
、カートリッジの開口部の端面の溝の内側を向いた面と
かみ合う外側面を備えている。この延長部は、適当な向
きを保証するために対称形状である。ばね偏寄プランジ
ャ４４は、カートリッジ支持構造に保持され、カートリ
ッジ支持構造の開口部を通して延びている。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１つまたは複数の刃（１８）、ガード（２０）、キャップ（２２）、及びハウジングを
揺動軸の周りに揺動可能に支持する揺動支持構造（２８）とハンドルの端部の延長部（２
６）に取外し可能かつ固定的に取り付けられるベース構造（２７）を有する相互接続部材
（２４）を支持するハウジング（１６）を有し、前記延長部（２６）は外側面を備え、前
記ベース構造は、前記延長部に関して前記ベースを動かないように配置する、十分な数の
前記外側面を係合する内側を向いた側面を備えた溝（１３０）を有し、前記ベース構造は
前記揺動軸に関して非平行である溝の軸線に沿って前記溝へ挿入されることができるハン
ドルの延長部挿入路を有する、交換可能なシェービングカートリッジ。
【請求項２】
　前記ハウジングは、前記刃の下にほぼ妨げられない洗浄領域を有する、請求項１記載の
交換可能なシェービングカートリッジ。
【請求項３】
　前記揺動支持構造は、前記ガードの領域で前記刃の前方に揺動軸を有する、請求項１に
記載の交換可能なシェービングカートリッジ。　
【請求項４】
　前記内側を向いた側面は、前記溝の軸線に直角な２つの直角な軸線に沿って前記ハウジ
ングに対して前記ベース構造を動かないように位置決めする、請求項１に記載の交換可能
なシェービングカートリッジ。
【請求項５】
　前記延長部（２６）は、前記溝の軸線に沿って挿入することによって前記ベース構造（
２７）の前記溝（１３０）とかみ合う、請求項１記載の交換可能なシェービングカートリ
ッジ。
【請求項６】
　前記溝（１３０）は、前記ハンドル（１２）に関して前記ハウジング（１６）の適切な
向きを保証するために非対称的な形状を有する、請求項記載の交換可能なシェービングカ
ートリッジ。
【請求項７】
　前記外側面は、ほぼ台形の形状を形成し、前記溝（１３０）の前記内側を向いた側面は
、前記ハンドルに対して前記ハウジングの適切な向きを保証するために十分である、請求
項１に記載の交換可能なシェービングカートリッジ。
【請求項８】
　前記溝（１３０）は、前記ハンドルに関して前記ハウジングの適切な向きを保証するた
めに非対称的な形状を有し、前記形状は、ほぼ台形である、請求項１に記載の交換可能な
シェービングカートリッジ。
【請求項９】
　前記溝（１３０）は、前記ハンドルに関して前記ハウジングの適切な向きを保証するた
めに非対称的な形状を有し、前記形状は、６つの側面を有する、請求項１に記載の交換可
能なシェービングカートリッジ。
【請求項１０】
　前記溝（１３０）は、前記刃に平行な方向に平坦な形状を有する、請求項１に記載の交
換可能なシェービングカートリッジ。
【請求項１１】
　前記ベース構造（２７）は、前記ハンドル（１２）にプレスばめされる、請求項１に記
載の交換可能なシェービングカートリッジ。
【請求項１２】
　前記ベース構造（２７）は、戻り止め（１３２）を有し、前記ハンドル（１２）は、前
記戻り止めを受けるかみ合い凹部（１２２）を有する、請求項１に記載の交換可能なシェ
ービングカートリッジ。
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【請求項１３】
　前記ハンドルは戻り止めを有し、前記ベース構造は、前記戻り止めを受けるかみ合い凹
部を有する、請求項１に記載の交換可能なシェービングカートリッジ。
【請求項１４】
　前記ベース構造は、前記ハンドルにラチェットにより固定されている、請求項１に記載
の交換可能なシェービングカートリッジ。
【請求項１５】
　前記ハウジング（１６）および前記相互接続部材（２４）は、プラスティックの別の部
品からつくられている、請求項１に記載の交換可能なシェービングカートリッジ。
【請求項１６】
　前記ハウジングおよび前記相互接続部材は、プラスティックの同じ部品からつくられ、
前記揺動支持構造は、リビングヒンジ（２１２）によって形成されている、請求項１に記
載の交換可能なシェービングカートリッジ。
【請求項１７】
　前記揺動支持構造は、可撓性プラスティックヒンジ部分（２００）によって形成され、
当該可撓性プラスティックヒンジ部分は、前記ハウジングよりさらに可撓性を有する材料
により形成され、前記ハウジングおよび相互接続部材を揺動領域で接続する、請求項１に
記載の交換可能なシェービングカートリッジ。
【請求項１８】
　前記相互接続部材の前記揺動支持構造は、前記ハウジング（１６）の２つの側に開口部
を有する溝（１３２）に保持された端部を備えた２つのアーム（２８）を有する、請求項
１に記載の交換可能なシェービングカートリッジ。
【請求項１９】
　上記アームの端部は、前記ハウジングの前記溝にスナップ係合されている、請求項１８
に記載の交換可能なシェービングカートリッジ。
【請求項２０】
　上記溝（１３２）は、その溝内に前記アームの前記端部を保持するようにクリップ（６
８）によってカバーされている、請求項１８に記載の交換可能なシェービングカートリッ
ジ。
【請求項２１】
　前記アームの前記端部は、上記ハウジングの上方を向いた弧状面（１４０）を摺動する
下面（１３８）を有する、請求項１８に記載の交換可能なシェービングカートリッジ。
【請求項２２】
　前記ハウジング（１６）は、前記ハウジングの揺動を制限するために前記相互接続部材
と相互に作用する前方および後方停止面を有する、請求項１に記載の交換可能なシェービ
ングカートリッジ。
【請求項２３】
　前記刃（１８）は前記ハウジングの上側からハウジングに装着されている、請求項１に
記載の交換可能なシェービングカートリッジ。
【請求項２４】
　前記刃は、前記ハウジングの底部側で前記相互接続部材を保持するクリップ（６８）に
よって前記ハウジングに保持されている、請求項２３に記載の交換可能なシェービングカ
ートリッジ。
【請求項２５】
　前記ハウジングは３つの刃を支持している、請求項１～２５のいずれかに記載の交換可
能なシェービングカートリッジ。
【請求項２６】
　前記刃は、ばね（６２）偏寄されている、請求項１または２５に記載の交換可能なシェ
ービングカートリッジ。
【請求項２７】
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　前記刃（１８）は、前記ハウジングと一体のばねアーム（６２）によって前記ハウジン
グに弾性的に支持されている、請求項２６に記載の交換可能なシェービングカートリッジ
。
【請求項２８】
　前記ガード（２０）はエラストマーを有する、請求項１～２７のいずれかに記載の交換
可能なシェービングカートリッジ。
【請求項２９】
　前記キャップ（２２）は、潤滑シェービング補助部品を有する、請求項１～２８のいず
れかに記載の交換可能なシェービングカートリッジ。
【請求項３０】
　前記揺動支持構造は、前記ガードの領域における前記刃の前方に揺動軸線を有し、前記
ハウジングは３つのばね偏寄された刃を有し、前記ガードはエラストマーを有し、前記キ
ャップは潤滑シェービング補助成分を有する、請求項１に記載の交換可能なシェービング
カートリッジ。
【請求項３１】
　１つまたは複数の刃（１８）、ガード（２０）、キャップ（２２）、および、ハウジン
グに接続され、延長軸線に沿ってハンドル（１２）の端部から延長している延長部（２６
）に取外可能に固定されるベース構造を備えた相互接続部材（２４）とを支持するハウジ
ング（１６）を有し、前記延長部（２６）は、外側面と、前記延長軸線に直角な側面を通
る平面で非対称的の部分を有し、前記ベース構造（２７）は、前記延長部（２６）とかみ
合う溝（１３０）を有し、前記溝は、内側を向いた側面を有し、前記内側を向いた側面は
、前記延長部に関して前記ベースを動かないように位置決めし、前記ハンドルに関して前
記ハウジングの適当な向きを保証するように前記非対称的な延長部に沿って十分な数の前
記外側面に係合する、交換可能なシェービングカートリッジ。
【請求項３２】
　前記相互接続部材（２４、２０４、２１０）は、前記ハウジング（１６、２０２、２１
２）を前記ベース構造に対して揺動軸の周りに揺動可能に支持する揺動支持構造（７２、
２００、２１２）を有する、請求項３１に記載の交換可能なシェービングカートリッジ。
【請求項３３】
　上記ベース構造は、上記面に垂直な溝軸に沿って上記溝への挿入を可能とするハンドル
の延長部挿入路を有する、請求項３１または３２に記載の交換可能なシェービングカート
リッジ。
【請求項３４】
　上記ハウジングはカム面（１３６）を有し、上記相互接続部材は前記ハンドルのばね偏
奇カムフォロア（４４）により上記カム面に当接するように設けられている、請求項３１
、３２、または３３に記載の交換可能なシェービングカートリッジ。
【請求項３５】
　相互接続部材は、上記ハンドルのばね偏奇カムフォロア（４４）が通るカムフォロア開
口（７４）を有する、請求項３４に記載の交換可能なシェービングカートリッジ。
【請求項３６】
　相互接続部材は、上記ハンドルのばね偏奇カムフォロア（４４）が通るカムフォロア開
口（７４）を有する、請求項３１に記載の交換可能なシェービングカートリッジ。
【請求項３７】
　前記溝（１３０）は前記刃に平行な軸に沿って延びている、請求項３１に記載の交換可
能なシェービングカートリッジ。
【請求項３８】
　前記延長部（２６）は、前記平面に垂直な溝軸に沿う挿入によって前記ベース構造とか
み合う、請求項３４に記載の交換可能なシェービングカートリッジ。
【請求項３９】
　前記非対称的部分は台形状を有する、請求項３１に記載の交換可能なシェービングカー
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トリッジ。
【請求項４０】
　前記非対称的部分は６つの面の形状を有する、請求項３１に記載の交換可能なシェービ
ングカートリッジ。
【請求項４１】
　前記ベース構造は前記ハンドルにスナップ係合される、請求項３１に記載の交換可能な
シェービングカートリッジ。
【請求項４２】
　ハンドル（１２）は、戻り止めを有し、前記ベース構造は前記戻り止めを受けるために
かみ合い凹部を有する、請求項３１に記載の交換可能なシェービングカートリッジ。
【請求項４３】
　前記ベース構造（２７）は、戻り止め（１３２）を有し、前記ハンドルは前記戻り止め
を受けるかみ合い凹部（１２２）を有する、請求項３１に記載の交換可能なシェービング
カートリッジ。
【請求項４４】
　前記ベース構造は、２つの戻り止めを有し、前記ハンドルは前記戻り止めを受ける２つ
のかみ合い凹部（１２２）を有する、請求項３１に記載の交換可能なシェービングカート
リッジ。
【請求項４５】
　手で把持する細長い把持構造と、前記手で把持する構造の端部から延びるカートリッジ
支持構造を有するシェービングカミソリハンドルにおいて、カートリッジ支持構造は、カ
ートリッジの溝（１３０）の内側を向いた表面とかみあう外側面と、カムフォロア開口部
（７４）を備えた端面とを有し、カムフォロア面を有するばね偏寄プランジャが、前記カ
ートリッジ支持構造に保持され、前記カートリッジ支持構造の前記開口部を通って延びる
、シェービングカミソリハンドル。
【請求項４６】
　前記外側面は、前記ハンドルに関して前記カートリッジの適当な向きを保証するために
非対称形状を備えた部分を有する、請求項４５に記載のシェービングカミソリハンドル。
【請求項４７】
　前記形状は台形である、請求項４６に記載のシェービングカミソリハンドル。
【請求項４８】
　前記形状は６つの側面を有する、請求項４６に記載のシェービングカミソリハンドル。
【請求項４９】
　前記形状は、平坦である、請求項４６に記載のシェービングカミソリハンドル。
【請求項５０】
　前記ハンドル（１２）は前記カートリッジ（１４）にスナップ適合される、請求項４５
に記載のシェービングカミソリハンドル。
【請求項５１】
　前記カートリッジ（１４）は戻り止め（１３２）を有し、前記カートリッジ支持構造の
前記外側面の１つは、前記戻り止めを受けるかみ合い凹部を有する、請求項５０に記載の
シェービングカミソリハンドル。
【請求項５２】
　前記カートリッジ支持構造の前記外側面の１つは、戻り止めを有し、前記カートリッジ
は、前記戻り止めを受けるかみ合い凹部を有する、請求項５０に記載のシェービングカミ
ソリハンドル。
【請求項５３】
　前記ばね偏寄プランジャ（４４）は、前記カートリッジ支持構造の溝（１１０、１１２
）によって案内される、請求項４５に記載のシェービングカミソリハンドル。
【請求項５４】
　スナップ適合エジェクタボタン（５０）によって制御されるエジェクタ（４８）を有す
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る、請求項４５～５３のいずれかに記載のシェービングカミソリハンドル。
【請求項５５】
　前記エジェクタボタン（５０）は、前記ボタンが前記カートリッジ支持構造に接続され
ることができる傾斜面（８７）を有する、請求項５４に記載のシェービングカミソリハン
ドル。
【請求項５６】
　前記エジェクタボタンは、前記カートリッジ支持構造の案内面を摺動して前記エジェク
タを押す、請求項５４に記載のシェービングカミソリハンドル。
【請求項５７】
　前記カートリッジ支持構造は、軌道（８６）を有し、前記エジェクタボタンは、前記軌
道上を摺動する溝（８４）を有する、請求項５６に記載のシェービングカミソリハンドル
。
【請求項５８】
　前記プランジャ（４４）および前記エジェクタ（４８）は、ばね（４６）によって反対
方向に偏寄される、請求項５４に記載のシェービングカミソリハンドル。
【請求項５９】
　前記プランジャ（４４）は、前記カートリッジ支持構造に前記プランジャを保持する停
止部（１１４）を有する、請求項５８に記載のシェービングカミソリハンドル。
【請求項６０】
　前記プランジャは傾斜面（１２０）を備えたアーム（１０４）を有し、前記傾斜面およ
び前記停止部は、前記プランジャ上に延び、前記プランジャを案内するように前記プラン
ジャ支持構造のスロットに保持される、請求項５９に記載のシェービングカミソリハンド
ル。
【請求項６１】
　前記停止部（１１４）は、前記カートリッジ支持構造内に前記停止部を挿入することが
できる傾斜面を有する、請求項６０に記載のシェービングカミソリハンドル。
【請求項６２】
　前記プランジャ（４４）は、前記プランジャを案内する後方案内部材を有する、請求項
６０に記載のシェービングカミソリハンドル。
【請求項６３】
　前記ばね（４６）の第１の端部は、前記プランジャ（４４）を前記停止部に偏寄し、前
記ばねの第２の端部は、前記カートリッジ支持構造（４２）の後面に対して前記エジェク
タ（４２）を偏寄する、請求項５９に記載のシェービングカミソリハンドル。
【請求項６４】
　前記エジェクタボタン（５０）および前記カートリッジ指示構造（４２）は、前記ばね
の前記第２の端部を捕捉し、案内するばね支持部分を有する、請求項６３に記載のシェー
ビングカミソリハンドル。
【請求項６５】
　前記エジェクタ（４８）は、前記エジェクタボタン（５０）を受ける狭い部分を備えた
エジェクタアーム（７８）を有するＵ形状のクリップであり、前記カートリッジ支持構造
は、前記エジェクタアームおよび前記狭い部分が摺動するかみ合いガイド面を有する、請
求項５４に記載のシェービングカミソリハンドル。
【請求項６６】
　前記カートリッジ支持構造および前記細長い把持構造は、１つの部品のプラスティック
で作られている、請求項４５に記載のシェービングカミソリハンドル。
【請求項６７】
　前記カートリッジ支持構造および前記細長い把持構造は、互いに固定される分離部品で
作られている、請求項４５に記載のシェービングカミソリハンドル。
【請求項６８】
　細長い手による把持構造と前記細長い手による把持構造の端部から延びているとともに
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内側に向いた停止面を備えた溝を有する取り付けカートリッジ支持構造とを準備する工程
と、ばねと、カムフォロア面および外側を向いた停止面を有するプランジャを、前記外側
を向いた停止面が前記内側を向いた停止面を押し、前記内側を向いた停止面によって保持
されるまで挿入する工程と、を有するシェービングカミソリハンドルの製造方法。
【請求項６９】
　エジェクタを前記溝に挿入する工程を有する、請求項６８に記載の方法。
【請求項７０】
　前記エジェクタを押すように前記エジェクタボタンを前記カートリッジ支持構造に挿入
する工程を有する、請求項６９に記載の方法。
【請求項７１】
　前記エジェクタを押すように前記エジェクタボタンが摺動する前記カートリッジ支持構
造に案内面を設ける工程を有する請求項７０に記載の方法。
【請求項７２】
　前記カートリッジ支持構造に軌道を設け、前記エジェクタボタンに前記軌道に沿って摺
動する溝を設ける工程を有する、請求項７１に記載の方法。
【請求項７３】
　前記エジェクタは、エジェクタアームを備えたＵ形状クリップであり、前記エジェクタ
ボタンを受ける狭い部分を備えており、前記カートリッジ支持構造は、エジェクタアーム
および前記狭い部分が摺動するかみ合い案内面を有する、請求項７０に記載の方法。
【請求項７４】
　前記プランジャおよび前記エジェクタは、前記ばねによって反対方向に偏寄されている
、請求項６８に記載の方法。
【請求項７５】
　前記ばねの第１の端部は、前記プランジャを前記停止部に対して偏寄し、前記ばねの第
２の端部は、前記エジェクタを前記カートリッジ支持構造の後面に対して偏寄する、請求
項６９に記載の方法。
【請求項７６】
　前記プランジャは傾斜面を備えたアームを有し、前記傾斜面および前記外側に向いた停
止面は、前記プランジャ上に延びており、前記プランジャを案内するために前記カートリ
ッジ支持構造の溝に保持されている、請求項６９に記載の方法。
【請求項７７】
　前記外側を向いた停止部は、その外側を向いた停止部を前記カートリッジ支持構造に挿
入することができる傾斜面を有する、請求項７６に記載の方法。
【請求項７８】
　前記プランジャは、前記プランジャを案内する後方の案内部材を有する、請求項７６に
記載の方法。
【請求項７９】
　１つまたは複数の刃（１８）と、ガード（２０）と、キャップ（２２）とを支持してい
るハウジング（１６）、およびそのハウジングを揺動可能に支持する揺動支持構造（２８
）と溝（１３０）を有する中央ベース構造（２７）を有する相互接続部材（２４）を有す
る交換可能なシェービングカートリッジと、上記溝（１３０）に係合するように形成され
た延長部（２８）を備えたカートリッジ支持構造（４２）を有するハンドル（１２）と、
前記カートリッジ支持構造から前記中央ベース構造まで形状が連続するように上記中央ベ
ース構造と同じ形状を有する段付部とを有する、カミソリ。
【請求項８０】
　中央ベース構造（２７）は刃に平行な軸に沿って平担である、請求項７９に記載のカミ
ソリ。
【請求項８１】
　前記カートリッジ支持構造の形状は湾曲されている、請求項７９に記載のカートリッジ
。
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【請求項８２】
　前記カートリッジ支持構造の形状は傾斜されている、請求項７９に記載のカートリッジ
。
【請求項８３】
　１つまたは複数の刃（１８）と、ガード（２０）と、キャップ（２２）とを支持してお
り、かつカム面（１３６）を有する回転ハウジング（１６）、および揺動軸線の周り揺動
可能なように前記ハウジングを揺動可能に支持する揺動支持構造（２８）と、溝（１３０
）を有する中央構造（２７）と、前記カム面に面する前記溝からの開口部（７４）とを有
する相互接続部材（２４）を有する交換可能なシェービングカートリッジ（１４）を有し
、前記溝（１３０）とかみあう形状のカートリッジ支持構造（４２）と、カムフォロア面
を有するとともに前記カートリッジ支持構造から前記開口部（７４）を通り、前記カム面
に作用して前記ハウジング（１６）を偏寄するばね偏寄プランジャ（４４）とを有するハ
ンドル（１２）と、を有するカミソリ。
【請求項８４】
　前記カム面（１３６）は、前記ハウジングを休止位置から一方向にのみ揺動することが
できるようにする、請求項８３に記載のカミソリ。
【請求項８５】
　前記回転支持構造（２８）は、前記ガードの領域で前記刃の前方に回転軸を有する、請
求項８３に記載のカミソリ。
【請求項８６】
　前記カートリッジ支持構造（４２）は、ハンドル（１２）の端部に外側面を有する延長
部を有し、前記ベース構造の溝は、内側を向いた側面を有し、内側を向いた側面は、前記
延長部（２６）に関して前記ベース構造（２７）を動かないように位置決めするように十
分な数の前記外側面に係合し、前記ベース構造は、前記揺動軸に関して平行でない溝軸線
に沿う前記溝に係合するハンドル延長部を有する、請求項８３に記載のカミソリ。
【請求項８７】
　前記溝（１３０）は、ハウジング（１６）の適当な向きを保証するために前記ハンドル
（１２）に関して非対称的であり、前記形状はほぼ台形である、請求項８３に記載のカミ
ソリ。
【請求項８８】
　前記溝（１３０）は、ハウジング（１６）の適当な向きを保証するために前記ハンドル
（１２）に関して非対称的であり、前記形状は、ほぼ６つの側面を有する、請求項８３に
記載のカミソリ。
【請求項８９】
　前記溝（１３０）は、前記刃に平行な方向に平坦な形状を有する、請求項８３に記載の
カミソリ。
【請求項９０】
　前記ハンドルは戻り止めを有し、前記ベース構造は前記戻り止めを受けるかみ合い凹部
を有する、請求項８３に記載のカミソリ。
【請求項９１】
　前記揺動支持構造の揺動軸は、前記ガードの領域の前記刃の前方に配置されており、前
記ハウジングは、３つのばね偏寄刃を有し、前記ガードはエラストマーからつくられ、前
記キャップは潤滑性シェービング補助成分からつくられている、請求項８８に記載のカミ
ソリ。
【請求項９２】
　前記カートリッジ支持構造（４２）は、スナップ適合エジェクタボタンによって押され
るエジェクタを有する、請求項８３に記載のカミソリ。
【請求項９３】
　刃ユニットと、前記刃ユニットをハンドル（１２）のハンドル接続構造に接続するカー
トリッジ接続構造とを有し、前記カートリッジ接続構造は、前記ハンドル接続構造の外側
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を向いた表面とかみ合う内側を向いた面を有し、前記カートリッジ接続構造は、前記内側
を向いた面によって一部が形成されたハンドル受容領域と前記ハンドル受容領域への接続
入口とを有し、前記カートリッジ接続構造は、前記ハンドル受容領域に延びる突出部（１
３２）を有し、前記カートリッジ接続構造に前記ハンドル接続構造を保持するために前記
接続入口から反対方向に面するブロック面を有する、交換可能なカミソリ刃カートリッジ
。
【請求項９４】
　前記刃ユニットは前記カートリッジ接続構造に揺動可能に接続されている、請求項９３
に記載のカートリッジ。
【請求項９５】
　前記カートリッジ接続構造は、前記接続入口を経て前記ハンドル受容領域に通過する接
続軸を有し、前記接続軸を横切る平面の内側を向いた表面を通る部分は非対称形である、
請求項９３に記載のカートリッジ。
【請求項９６】
　細長い手による把持構造と、その把持構造の端部から延びるカートリッジ支持構造とを
有するシェービングカミソリハンドルにおいて、上記細長い手による把持構造は、プラス
ティック製の細長いハンドル部（３２）を有し、上記細長いハンドル部は金属重り（３６
）が配置されている重量受容領域（３４）を形成しており、上記細長いハンドル部は、前
記重り（３６）内に装着された延長部（４１）を有する非エラストマープラスティック支
持層（３９）とともに成形されているエラストマープラスティック外側把持層（３７）を
有する、シェービングカミソリハンドル。
【請求項９７】
　手による把持構造は、少なくとも第２のハンドル部を有し、上記第２のハンドル部は前
記第１のハンドル部と反対の重り側に配置されており、前記第２のハンドル部は、前記重
り（３６）内に装着された延長部（４１）を有する非エラストマープラスティック支持層
（３９）とともに成形されているエラストマープラスティック外側把持層（３７）を有す
る、請求項９６に記載のシェービングカミソリハンドル。
【請求項９８】
　使用者の手による把持面を形成する第１及び第２のハンドル部分（３８、４０）を有し
、上記各ハンド部分は内側に延びる複数の延長部（４１）を有し、重り（３６）は複数の
位置決め用の開口部を有しており、その重りは上記第１及び第２のハンドル部分との間に
挟持されており、さらに上記第１及び第２ハンドル部は、内方に延びる延長部を有する非
エラストマープラスティック支持層（３９）とともに成形されているエラストマープラス
ティック外側把持層（３７）を有する、シェービングカミソリハンドルの柄。
【請求項９９】
　開放された中央領域（３４）を備えた中間ハンドルフレーム部材（３０）を有し、上記
中央領域（３４）に重り（３６）が配置され、前記第１及び第２ハンドル把持部は、前記
フレーム部材の対向する上面及び下面に重なっている、請求項９８に記載のシェービング
カミソリハンドルの柄。
【請求項１００】
　フレーム部材（３０）は、その長手方向の端部から延びるカートリッジ支持構造（４２
）を支持する、請求項９９に記載のシェービングカミソリハンドルの柄。
【請求項１０１】
　細長い手による把持構造と、その把持構造の端部から延びるカートリッジ支持構造とを
有するシェービングカミソリハンドルにおいて、上記細長い手による把持構造には凹部（
３４）が形成され、その凹部（３４）に金属重り（３６）が配置されており、把持部（３
８、４０）は、上記重り内に装着された延長部（４１）を有する非エラストマープラステ
ィック支持層（３９）とともに成形されているエラストマープラスティック外側把持層（
３７）を有する、シェービングカミソリハンドル。
【請求項１０２】
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　細長い手による把持構造はプラスティックにより形成されている、請求項１０１に記載
のシェービングカミソリハンドル。
【請求項１０３】
　主構造部材（３０）とその主構造部材の一端から延びるカートリッジ支持構造（４２）
を有する多構成要素組立体を有し、上記主構造部材は、外方に向く上面とそれと反対の外
方に向く下面を有するシェービングカミソリハンドルにおいて、上記多構成要素組立体は
、第１及び第２の把持部を有し、各把持部はエラストマープラスティック外側把持層（３
７）と、上記主構造部材内に突出し、上記主構造部材及び上記多構成要素組立体の第１及
び第２の把持部を互いに保持する延長部（４１）を有する非エラストマープラスティック
支持層（３９）を有し、前記エラストマープラスティック外側把持層は、非エラストマー
プラスティック支持層に成型され、非エラストマープラスティック支持層の大部分を覆っ
ており、上記把持部の一方は前記主構造部材の上面を覆うように配置され、他方の把持部
は上記主構造部材の下面を覆うように配置されており、上記第１及び第２の把持部は、内
方に向く軸に沿って上記主構造部材に装着可能としてあり、主構造部材が第１及び第２の
把持部間に挟持されている、シェービングカミソリハンドル。
【請求項１０４】
　主構造部材（３０）とその主構造部材の一端から延びるカートリッジ支持構造（４２）
を有する多構成要素組立体を有するシェービングカミソリハンドルにおいて、上記多構成
要素組立体は、第１及び第２の把持部を有し、各把持部はエラストマープラスティック外
側把持層（３７）と、上記主構造部材内に突出し、上記主構造部材及び上記多構成要素組
立体の第１及び第２の把持部を互いに保持する延長部（４１）を有する非エラストマープ
ラスティック支持層（３９）を有し、上記主構造部材はプラスチィックにより形成される
とともに、凹部（３４）が形成されており、その凹部（３４）内に重り（３６）が配置さ
れている、シェービングカミソリハンドル。
【請求項１０５】
　前記把持部は上記重り内にプレスばめされている、請求項１０４に記載のシェービング
カミソリハンドル。
【請求項１０６】
　複数の把持部（４０）が上記重り内にプレスばめされている、請求項１０４に記載のシ
ェービングカミソリハンドル。
【請求項１０７】
　前記主構造部材は金属色のプラスチィックにより形成されている、請求項１０３または
１０４に記載のシェービングカミソリハンドル。
【請求項１０８】
　重りには複数の細長い穴が設けられており、その穴は前記把持部の延長部より大きくな
く、延長部が上記延長部に平行な挿入方向に沿う上記穴内への挿入により弾性変形する、
請求項１０６に記載のシェービングカミソリハンドル。
【請求項１０９】
　挿入前の把持部の延長部は、挿入方向に交差する方向に切り落とされている、請求項１
０８に記載のシェービングカミソリハンドル。
【請求項１１０】
　穴は延長部と相互係合するように形成された突出部（４３）を有する、請求項１０８に
記載のシェービングカミソリハンドル。
【請求項１１１】
　前記主構造部材は長手方向の軸線を有し、前記第１及び第２の把持部のエラストマープ
ラスティック外側把持層は、上記軸線に交差する幅方向のハンドル周縁間に連続して延び
ている、請求項１０３に記載のシェービングカミソリハンドル。
【請求項１１２】
　揺動可能なハウジングと相互接続部材とを有する交換可能なシェービングカートリッジ
を有し、上記ハウジングは１つまたは複数の刃、ガード、及びキャップを支持するととも
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にカム面を有しており、上記相互接続部材は、前記ハウジングを揺動軸の周りに揺動可能
に支持する揺動支持構造と、凹部及び上記カム面に面する上記凹部からの開口を有する中
央ベース構造と、上記凹部に係合するように形成されたカートリッジ支持構造と、カムフ
ォロア面を有し上記カートリッジ支持構造から延び上記ハウジングを偏奇するように上記
カム面に作用するように前記開口を通して延びるばね偏奇プランジャを有する、カミソリ
。
【請求項１１３】
　ハウジングと、そのハウジングにより支持されている少なくとも１つの刃と、ハンドル
のハンドル接続構造に上記ハウジングを接続するようにされたカートリッジ接続構造を構
成するベース構造を有し、上記ハンドルは、上記カートリッジ接続構造に揺動可能に接続
され、上記カートリッジ接続構造は、上記ハンドル接続構造から上記カートリッジを解放
するように移動可能なラチェット部材を有する、交換可能なカミソリ刃カートリッジ。
【請求項１１４】
　手で把持する細長い把持構造と、前記手で把持する構造の端部から延びるカートリッジ
支持構造を有し、上記細長い把持構造はプラスチィック材の細長いハンドル部を有し、上
記ハンドル部は重り収容領域を形成し、金属重りは上記重り収容領域内に配置され、前記
細長いハンドル部は、重り内に装着された延長部を有する非エラストマープラスティック
支持層とともに成形されているエラストマープラスティック外側把持層を有する、シェー
ビングカミソリハンドル。
【請求項１１５】
　手で把持する細長い把持構造と、前記手で把持する構造の端部から延びるカートリッジ
支持構造を有し、上記細長い把持構造はプラスチィック材の細長いハンドル部を有し、カ
ートリッジ支持構造は、カートリッジの溝の内面とかみ合う外側面とカムフォロア開口部
を有する端面とを有し、カムフォロア面を有するばね偏倚プランジャが、前記カートリッ
ジ支持構造内に保持され上記カートリッジ支持構造のカムフォロア開口部を通して延びる
、シェービングカミソリハンドル。
【請求項１１６】
　主構造部材とその主構造部材の一端から延びるカートリッジ支持構造を有する多構成要
素組立体を有し、上記主構造部材は、外方に向く上面とそれと反対の外方に向く下面を有
し、上記多構成要素組立体は、第１及び第２の把持部を有し、各把持部はエラストマープ
ラスティック外側把持層と、上記主構造部材内に突出し、上記主構造部材及び上記多構成
要素組立体の第１及び第２の把持部を互いに保持する延長部を有する非エラストマープラ
スティック支持層を有し、前記エラストマープラスティック外側把持層は、非エラストマ
ープラスティック支持層に成型され、非エラストマープラスティック支持層の大部分を覆
っており、上記把持部の一方は前記主構造部材の上面を覆うように配置され、他方の把持
部は上記主構造部材の下面を覆うように配置されており、上記第１及び第２の把持部は、
内方に向く軸に沿って上記主構造部材に装着可能としてあり、主構造部材が第１及び第２
の把持部間に挟持されている、シェービングカミソリハンドル。
【請求項１１７】
　主構造部材とその主構造部材の一端から延びるカートリッジ支持構造を有する多構成要
素組立体を有し、上記多構成要素組立体は、把持部はエラストマープラスティック外側把
持層と、上記主構造部材内に突出し、上記主構造部材及び主構造部材の把持部を互いに保
持する延長部を有する非エラストマープラスティック支持層を有し、上記主構造部材はプ
ラスチィックにより形成されるとともに、凹部が形成されており、その凹部内に重りが配
置されている、シェービングカミソリハンドル。
【請求項１１８】
　１つまたは複数の刃、ガード、キャップ、およびハウジングに接続され、延長軸線に沿
ってハンドルの端部から延長している延長部に取外可能に固定されるベース構造を備えた
相互接続部材とを支持するハウジングを有し、前記延長部は、外側面と、前記延長軸線に
直角な側面を通る平面で非対称的の部分を有し、前記ベース構造は、前記延長部とかみ合



(12) JP 2008-43783 A 2008.2.28

10

20

30

40

50

う溝を有し、前記溝は、内側を向いた側面を有し、前記内側を向いた側面は、前記延長部
に関して前記ベースを動かないように位置決めし、前記ハンドルに関して前記ハウジング
の適当な向きを保証するように前記非対称的な延長部に沿って十分な数の前記外側面に係
合し、上記ベース構造は前記面に垂直な溝軸に沿う上記溝への開口を有する、交換可能な
シェービングカートリッジ。
【請求項１１９】
　細長い手による把持構造と前記細長い手による把持構造の端部から延びているとともに
内側に向いた停止面を備えた溝を有する取り付けカートリッジ支持構造とを準備し、ばね
と、カムフォロア面および外側を向いた停止面を有するプランジャを、前記外側を向いた
停止面が前記内側を向いた停止面を押し、前記内側を向いた停止面によって保持されるま
で挿入する、シェービングカミソリハンドルの製造方法。
【請求項１２０】
　１つまたは複数の刃、揺動支持構造を有する相互接続部材、及びハンドルに取外可能に
固定されるようにしたベース構造とを準備し、前記ハウジングの溝に上記揺動支持構造を
挿入し、その揺動支持構造を上記溝内に保持する、交換可能なシェービングカートリッジ
の製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ハンドルと交換可能なカートリッジを備えたシェービング装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　シェービング装置は、ハンドルと、１つまたは複数の刃がプラスティック製のハウジン
グに取り付けられた交換可能なカートリッジとからなる。カートリッジの刃は、使用する
につれて切れなくなる。そのとき、カートリッジは廃棄され、新しいカートリッジがハン
ドルに置き換えられる。いくつかのシェービング装置において、刃は、カートリッジハウ
ジングに対して弾性的に取り付けられ、シェービング中に皮膚に接触する力でたわむ。い
くつかのシェービング装置において、ハンドルへのカートリッジの接続は、ハンドルに関
してカートリッジを回転可能に取り付け、カートリッジの角度をシェービングされる表面
の輪郭に従うように調整する。このような装置において、カートリッジは、カートリッジ
ハウジングのカム面に対してハンドルに支持され、ばね偏寄されたプランジャ（カムフォ
ロア）の作動によって休止位置に向かって偏寄することができる。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【０００３】
　１つの側面において、本発明は、刃と、ガードと、キャップと、カム面とを備えたハウ
ジングを有する交換可能なシェービングカートリッジを特徴とする。またカートリッジは
、揺動可能な支持構造を備えた相互接続部材を含み、この支持構造は、ハウジングおよび
ハンドルに着脱可能に固定されたベース構造を揺動可能に支持する。相互接続部材は、ハ
ンドル上のばね偏寄カムフォロアによってカム面に当接する。
【０００４】
　通常、他の側面において、本発明は、刃と、ガードと、キャップとを有するハウジング
を備えた交換可能なシェービングカートリッジを特徴とする。また、カートリッジは、揺
動支持構造を備えた相互接続部材を有し、この支持構造は、回転軸の周りでハウジングを
揺動可能に支持し、ハンドルの端部の延長部に取り外し可能に固定されたベース構造とを
有する。ハンドルの延長部は外側面を有し、ベース構造は、内側を向いた側面を有する溝
を有し、内側を向いた側面は、ハンドルの延長部に関してベース構造を動かないように位
置決めするようにハンドルの延長部に十分な数の外側面に係合する。また、ベース構造は
、揺動軸に関して平行ではない軸に沿って溝に開口部を有する。
【０００５】
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　通常、他の側面において、本発明は、刃と、ガードと、キャップとを有するハウジング
を備えた交換可能なシェービングカートリッジを特徴とする。またカートリッジは、ベー
ス構造を備えた相互接続部材を有し、このベース構造は、延長軸線に沿ってハンドルの端
部から延びるハンドル延長部に取り外し可能に固定される。このハンドル延長部は、外則
面と、延長軸線に直角な側面を通る平面に非対象的な断面を有する。ベース構造は、延長
部とかみあう溝を有し、伸長部に関してベースを動かないように位置決めし、ハンドルに
対してハウジングの向きを適当にするように非対称形の延長部に沿って十分な数の外側面
に係合する内側を向いた側面を有する。ベース構造は、平面に直角な軸に沿って溝に対す
る開口部を有する。
【０００６】
　１つの側面において、本発明は、通常、交換可能なカミソリ刃カートリッジを特徴とし
、このカミソリ刃カートリッジは、刃ユニットと、この刃ユニットをハンドルに接続する
カートリッジ接続構造を含む。カートリッジ接続構造は、内側に向いた表面を有し、この
表面は、ハンドルを受ける領域の一部を形成し、ハンドルのハンドル接続構造の外側に向
かう表面とかみあう。またカートリッジは、ハンドルを受ける領域への接続入口と、ハン
ドルを受ける領域に延びている突出部とを有する。この突出部は、カートリッジの接続構
造にハンドル接続構造を保持するために接続入口から反対方向に面しているブロック表面
を有する。
【０００７】
　他の側面において、本発明は、通常、交換可能なカミソリ刃カートリッジを特徴とし、
このカミソリ刃カートリッジは、カートリッジ接続構造に揺動可能に接続された刃ユニッ
トを有し、カートリッジ接続構造は、ハンドルからカートリッジを解放するように可動な
ラッチング部材を有する。
【０００８】
　本発明の１つの実施例は、１つまたは複数の次の特徴を有する。
【０００９】
　ある実施例において、ハウジングは、刃の下に妨げられることのない洗滌領域を有し、
揺動支持構造は、ガードの領域の前方に揺動軸線を有する。ベースの溝の形状は、台形で
もよく、６辺を有し、刃に平行な方向に平坦である。
【００１０】
　ある実施例において、ベース構造は、ハンドルにスナップ適合される。ベース構造は、
戻り止めを有し、ハンドルは戻り止めを受ける形状のかみ合い凹部部分を有する。別の例
として、ハンドルは、戻り止めを有し、ハンドル構造は、戻り止めを受けるかみ合い凹部
部分を有する。複数の戻り止めおよび凹部部分が使用される。別の例として、ベース構造
は、ハンドルに固定される。
【００１１】
　ある実施例において、ハウジングおよび相互接続部材は、プラスティックの別の部品か
ら製造される。別の例として、ハウジングと相互接続部材は、プラスティックの同じ部品
から製造される。回転支持構造は、リビングヒンジによって提供される。別の例として、
揺動支持構造は、可撓性プラスティックヒンジ部分によって形成され、このプラスティッ
クヒンジ部分は、ハウジングよりさらに可撓性を有し、回転領域でハウジングおよび相互
接続部材を接続する。
【００１２】
　ある実施例において、相互接続部材の揺動支持構造は、端部を備えた２つのアームを有
し、この端部は、ハウジングの２つの側面に開口部を有する溝に保持されている。アーム
の端部は、ハウジングの溝にプレスばめされている。溝は、溝内にアームの端部を保持す
るためにクリップによってカバーされている。アームは、ハウジングの上方を向いた弧状
面で摺動する下面を有する。
【００１３】
　ある実施例において、ハウジングは、相互に接続された部材からばね偏寄されたプラン
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ジャにカムフォロア表面を受けるカム面を有する。相互接続部材は、ばね偏寄部材を受け
る開口部を有する。カム面は休止位置から一方向にのみ揺動することができ、休止位置か
ら前方および後方に異なる大きさで揺動することができる。またハウジングは、相互接続
部材と相互作用する前方および後方停止面を有する。
【００１４】
　ある実施例において、刃はハウジングの上側からハウジングに入れられる。刃は、ハウ
ジングの底部側で相互接続部材を保持するクリップによってハウジングに保持される。ハ
ウジングは３つの刃を支持している。刃はばね偏寄される。例えば、刃はハウジングと一
体的なばねアームによってハウジングに弾性的に支持されている。ガードは、エラストマ
ーでつくられ、ユーザの皮膚に係合する可撓性フィンを有する。
【００１５】
　通常、他の側面において、本発明は、交換可能なシェービングカートリッジを製造する
方法を特徴とする。刃と、回転支持部材を有する相互接続部材と、ハンドルに取り外し可
能に固定されるベース構造とが設けられる。揺動支持構造は、ハウジングの溝に挿入され
る。揺動支持構造は、溝に保持される。
【００１６】
　本発明の実施例は、１つまたは複数の次の特徴を有する。把持工程は、スナップ適合お
よび／またはクリップを含む。この刃は、クリップを加え、前記刃をクリップで保持する
前にハウジングに刃を加える。
【００１７】
　さらに他の側面において、本発明は、手で把持する細長い把持構造と、手で把持する構
造の端部から延びるカートリッジ支持構造を有するシェービングカミソリを特徴とする。
カートリッジ支持構造は、カートリッジの溝の内側を向いた表面とかみあう外側面と、開
口部を備えた端面とを有する。ばね偏寄プランジャは、カートリッジ支持構造に保持され
、カートリッジ支持構造の前記開口部を通して延びている。
【００１８】
　本発明のある実施例は、１つまたは複数の次の特徴を有する。
【００１９】
　ある実施例において、外側面は、ハンドルに関するカートリッジの適当な向きを保証す
るために非対称形の向きを提供し、ばね偏寄プランジャは、カートリッジ支持構造の溝に
よって案内される。エジェクタおよびスナップ適合エジェクタボタンは、カートリッジを
放出するために使用される。エジェクタボタンは、カートリッジ支持構造への取り付けを
容易にするために傾斜面を有する。エジェクタボタンは、エジェクタを押すときにカート
リッジ支持構造の案内面上を摺動する。カートリジ支持構造は、軌道を有する。エジェク
タボタンは、軌道上を摺動する溝を有する。
【００２０】
　ある実施例において、プランジャおよびエジェクタは、ばねによって両方向に偏寄され
る。プランジャはカートリッジ支持構造内にプランジャを保持する停止部を有する。プラ
ンジャは傾斜面を備えたアームを有する。傾斜面と停止部はプランジャ上に伸びており、
プランジャを案内するためにカートリッジ支持構造のスロットに保持されている。停止部
は、停止部をカートリッジ支持構造に挿入することができるように傾斜面を有する。プラ
ンジャは、プランジャを案内する後方の案内部材を有する。
【００２１】
　ある実施例において、ばねの第１の端部は、プランジャを停止部に偏寄し、ばねの第２
の端部は、カートリッジ支持構造の後面にエジェクタを偏寄する。エジェクタボタンおよ
びカートリッジ支持構造は、ばねを捕捉して案内するばね支持部分を有する。
【００２２】
　ある実施例において、エジェクタアームと、エジェクタボタンに係合する狭い部分とを
有するＵ形状のクリップを有し、カートリッジ支持構造は、エジェクタアームと狭い部分
が摺動するかみ合いガイド面を有する。
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【００２３】
　ある実施例において、カートリッジ支持構造および細長い把持構造は、プラスティック
の１つの部品からつくられる。別の例として、カートリッジ支持構造および細長い把持構
造は分離したプラスティックからつくられる。
【００２４】
　通常、他の側面において、本発明は、手で把持する細長い把持構造と、手で把持する細
長い把持構造の端部から延びているカートリッジ支持構造とを有する。手で把持する細長
い把持構造は、把持部分を有し、エラストマープラスティック製の外側把持層と、手で把
持する細長い把持構造にプレスばめされる延長部を有する非エラストマープラスティック
支持層とを有する把持部分を含む。
【００２５】
　ある実施例において、手で把持する細長い把持構造は、プラスティックからつくられ、
重りが配置される溝が形成される。プラスティックは金属色のプラスティックである。
【００２６】
　通常、他の側面において、本発明はシェービングカミソリハンドルをつくる方法を特徴
とする。手で把持する細長い把持構造および手で把持する細長い把持構造の端部から延び
るとともに内側に面する停止面を備えた溝を有する取り付けカートリッジ支持構造が提供
される。ばねおよび外側に向いた停止面を有するプランジャは、外側に向いた停止面が内
側に向いた停止面を押し、内側に向いた停止面によって保持されるまで溝に挿入される。
【００２７】
　本発明のある実施例は、次の１つまたは複数の特徴を含む。エジェクタは、溝に挿入さ
れる。エジェクタボタンは、エジェクタを押すようにカートリッジの支持構造に挿入され
る。
【００２８】
　通常、他の側面において、本発明は、ハンドルと、回転ハウジングと相互接続部材を含
む交換可能なシェービングカートリッジとを有するカミソリを特徴とする。ハウジングは
、刃と、ガードと、キャップとを支持しており、カム面を有する。相互接続部材は、ハウ
ジングを回転可能に支持する回転支持構造と、溝を有する中央ベース構造と、カム面に面
する溝の開口部を有する。ハンドルは、溝とかみ合う形状のカートリッジ支持構造と、カ
ートリッジ支持構造から開口部を通ってカム面に作用してハウジングを偏寄するカムフォ
ロア面を備えたばね偏寄プランジャとを有する。
【００２９】
　通常、他の側面において、本発明は、ハウジングと、相互接続部材を含む交換可能なシ
ェービングカートリッジとを有するカミソリを特徴とする。ハウジングは、少なくとも１
つの刃と、ガードと、キャップとを有する。相互接続部材は、揺動支持構造と、溝を有す
る中央ベース構造とを有する。ハンドルは、溝とかみ合う形状の延長部と、カートリッジ
支持構造から中央ベース構造への形状を連続するように中央ベース構造と同じ構造を有す
る。
【００３０】
　本発明のある実施例は、１つまたは複数の次の特徴を有する。中央ベース構造は、刃に
平行な軸線に沿って平坦であり、曲がった形状か、または傾斜形状を有する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３１】
　図１および図２を参照すると、シェービングカミソリ１０は、ハンドル１２と交換可能
なカートリッジ１４とを有する。図２を参照すると、カートリッジ１４は、ハンドル１２
から取外し可能である。カートリッジ１４は、ハウジング１６を有し、このハウジング１
６は、３つの刃１８と、ガード２０と、キャップ２２とを有する。またカートリッジ１４
は、ハウジング１６が揺動可能に取り付けられる相互接続部材２４を有する。相互接続部
材２４は、ベース２７を有し、ベース２７は、ハンドル１２の非対称形の延長部２６（図
２１）に着脱可能に装着され、また、相互接続部材２４は、２つの側面で揺動可能にハウ
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ジング１６を支持する２つのアーム２８を有する。
【００３２】
　図３を参照すると、ハンドル１２は、他の部品を取り付ける第１の構造部材として金属
色のプラスティック部品３０を有する。部品３０の細長い部分３２は、金属（亜鉛）の重
り３６を受ける溝３４を有し、この重り３６は、完成したユニットに手で持つ構造を提供
するためにプラスティック製保持部分３８と４０との間に挟まれている。プラスティック
製の把持部分３８および４０は、二色成形によって製造されるエラストマー製のプラステ
ィック製の外側把持層３７（例えば、熱可塑性エラストマー）と、非エラストマープラス
ティック層３９（例えば、アクリルニトリル・ブタジエン・ストイレン）とから製造され
る。非エラストマープラスティック支持層３９は、細長い部分３２の重り３６にプレスば
めされる延長部４１を有する。図４は、変形されない形状の延長部４１（架線）と、突出
部４３において延長部につくられた絞りばめを示す。
【００３３】
　カートリッジ支持構造４２は、細長い部分３２の端部から延びている。それは、台形状
の延長部２６（図２１参照）と、相互接続部材２４に対してハウジング１６の偏寄を行う
ばね偏寄プランジャ動作を行わせる部材とを提供する。また、カートリッジ支持構造４２
は、ハンドル１２からカートリッジ１４を解放する部品を含む。
【００３４】
　ばね偏寄プランジャ４４と、ばね４６と、Ｕ形状のエジェクタ４８が、カートリッジ支
持構造４２の溝４９内に受けられる。エジェクタボタン５０が支持構造４２の上面の開口
部５２に設けられ、エジェクタ４８の後方の狭い部分で矩形の領域５６内に収容されてい
る。
【００３５】
　図５，図６および図１７を参照すると、カートリッジ１４のハウジング１６は、刃１８
のベース部分５９の縁部を受ける側壁６０の内側を向いたスロット５８と、各刃が弾性的
に支持される各弾性アーム６２を有する。刃１８は、使用中のカートリッジの洗浄を容易
にするために側壁６０の間のほぼ妨げられない領域６４内に配置されている。
【００３６】
　キャップ２２は、潤滑シェービング補助剤を提供し、ハウジング１６の後方でスロット
６６に装着される。キャップ２２は、当業者に公知で、例えば、米国特許第５，１１３，
５８５号および米国特許第５，４５４，１６４号に説明されている疎水性材料および水が
浸出できる浸水性ポリマー材料の混合物を含む材料からつくられる。ガード２０は、ユー
ザの皮膚に係合し、それらを拡張するためにハウジング１６の前方に取り付けられている
フィンを備えたエラストマーユニットを有し、例えば、参考によりここに組み込まれてい
る米国特許第５，１９１，７１２号に説明するような他の皮膚係合突出部分を使用するこ
とができる。クリップ６８は、ハウジング１６内に刃１８を保持し所望の露出でばね偏寄
刃の刃縁を位置せしめるために、側壁６０の隆起縁部７０の内側でハウジング１６の各側
部に固定されている。
【００３７】
　またクリップ６８は、ハウジング１６の底部の周りを包囲し、相互接続部材２４のアー
ム２８の回転支持端部７２が外れることを防止する。ベース２７は、上部に開口部７４を
有し、この開口部７４を通してハンドルのばね偏寄プランジャ４４がハウジング１６の底
部のカム面（図５には示さない）に作用する。ベース２７は、湾曲したまたはベベル形状
を有す。
【００３８】
　図７ないし図１４および図２１は、プランジャ４４と、エジェクタ４８と、ボタン５０
と、カートリッジ支持構造４２とを示している。図７を参照すると、カートリッジ支持構
造４２内の溝は、エジェクタ４８（図１２）のアーム７８を受ける広い前方部分７６と、
エジェクタ４８の狭い部分８２を受ける狭い部分８０とを有する。エジェクタ４８の狭い
部分８２の矩形の領域５６は、支持構造４２の上面の開口部５２と整列するが、エジェク
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タ４８がエジェクタボタン５０によって外側に押されるとき、摺動軸線８３に沿って開口
部５２に関して可動である。
【００３９】
　図１０及び図１４を参照すると、エジェクタボタン５０の各延長部５４は、外側を向い
た溝８４を有し、この溝８４は、軸８３に沿って開口部５２内の各軌道８６を摺動する。
溝８４を形成する上面８５は、軌道８６の上面８９上を摺動し、溝８４を形成する下面９
１は、軌道８６の下面上の捕捉に影響を与え、軌道８６の下面に接触する。延長部５４は
、ボタン５０がカートリッジ支持構造４２に挿入されるとき、延長部５４をたわませるた
めに軌道８６の曲がった上方コーナーと協働する傾斜面８７を有する。延長部５４の溝８
４が軌道８６と整列するとき、延長部５４は、ほぼそれらのたわまない位置に戻り、エジ
ェクタボタン５０を開口部５２内の所定の位置に固定する。エジェクタ４８はボタン５０
が挿入される前に溝４９内に配置され、延長部５４の端部は、カートリッジ支持構造４２
内にエジェクタ４８を保持するように矩形の領域５６内に配置される。延長部５４は、エ
ジェクタボタン５０がハンドル１２の端部に押されるとき、エジェクタ４８の面９４を押
す。ボタン５０が挿入された後、延長部５４の上方垂直面９６は、開口部５２の上面９８
の間の空隙内に配置される。
【００４０】
　ばね４６は、延長部５４の間の空隙を通って延びており、ボタン５０のばねガイド９０
の曲がった下面によって案内される。図１０に示すように、また下面形成溝４９は、ばね
４６を受けおよび案内するために曲がった中央部分９２を有する。　図８および図１３に
示すように、プランジャ４４は、平坦な本体１０６と、ばね４６（図３）を受ける円筒形
の後方延長部１００と、ハウジング１６のカム面１３６（図２０）に作用する曲がった前
方カムフォロア部分１０２と、サイドアーム１０４と、整列した後方ガイド部分１０８と
を有する。平坦な本体１０６は、溝４９の平坦な前方部分内に配置される。サイドアーム
１０４の部分および本体１０６の上下に整合された後方ガイド部分１０８は、非対称形の
延長部２６の両側に配置されたスロット１１０，１１２内に配置されている。サイドアー
ム１０４は、スロット１１０および１１２の前方を越えてプランジャ４４の前方の動きを
防止する停止面１１４を有する。スロット１１０，１１２内のサイドアーム１０４および
ガイド部分１０８の部分は、軸８３に沿ってプランジャ４４の摺動作用を案内するガイド
として作用する。
【００４１】
　サイドアーム１０４は、停止面１１４がスロット１１０，１１２の前端を越えて前進し
、停止面１１４が各スロット内の所定の位置に嵌合するまで溝に挿入されるとき、アーム
１０４を下方に偏寄する傾斜面を有する。スロット１１０，１１２が非対称形延長部２６
の両側に設けられているので、プランジャ４４がいずれかの位置に向くように、停止面１
１４がスロット１１０または１１２に向くように挿入することができる。
【００４２】
　図７および図１１を参照すると、非対称形の延長部２６の１つの表面は、カートリッジ
１４を延長部２６に保持するためにカートリッジ１４のベース２７内に戻り止めを受ける
くぼみ１２２を有する。
【００４３】
　ハンドル１２の製造において、手によって把持される部品は、重り３６を溝３４に挿入
することによって組み立てられ、次に部品３８，４０のプラスばめ延長部が重り３６の整
列した開口部に挿入される。重り３６および部品３８，４０は、延長部４１と突出部４３
との間の干渉適合によって所定の位置に固定される。エラストマー層３７は、プラスティ
ック部品３０と重り３６の細長い部分３２の側壁の間に密封を提供するために変形される
（図４は、部品の変形されない形状を鎖線で示したものである）。
【００４４】
　ハンドル１２の端部でカートリッジ支持構造４２の部品を組み立てるときに、まずエジ
ェクタ４８が溝４９に挿入される。次にばね４６およびプランジャ４４が挿入される。サ
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イドアーム１０４の傾斜面１２０は、挿入中溝の中間に向かって偏寄され、（プランジャ
の向きに依存して）スロット１１０または１１２にスナップ結合し、プランジャ４４、ば
ね４６、及びエジェクタ４８をカートリッジ支持構造４２の所定位置に固定する。ばね４
６は、溝４９の表面およびボタンの延長部５４に対して後方にエジェクタ４８を偏寄し、
プランジャ４４を前方に偏寄するように作用し、停止面１１４が、スロット１１０または
１１２の前縁に対して偏寄される。ボタン５０は、エジェクタ４８が所定の位置に挿入さ
れた後、開口部５２に挿入される。傾斜面８７は軌道８６の曲がった上方部分によって内
側に偏寄され、エジェクタボタン５０は、軌道８６内の所定の位置に適合され、軌道８６
が溝８４内に配置される。
【００４５】
　図１５ないし図２０は、交換可能なカートリッジ１４および揺動運動の詳細を示してい
る。図１５を参照すると、クリップ６８によって保持されている回転支持端部７２を備え
たハウジング１６に組み立てられている相互接続部材２４が示されている。ベース２７は
、延長部２６と同じ形状であり、延長部２６とかみあう台形状の溝１３０を有する。
【００４６】
　図１７を参照すると、他のカートリッジ部品をその上に組み立てる前に示されるハウジ
ング１６は、アーム２８の端部の回転支持端部７２を受ける溝１３２を有する。アーム２
８は、支持端部７２が開口部を通って溝１３２に挿入されるときたわみ、端部７２を所定
の位置に配置するために溝１３２内に配置した後、スナップ適合がたわまない向きに戻さ
れる。
【００４７】
　図６および図１１を参照すると、ベース２７の溝１３０の戻り止め１３２は、非対称的
な延長部２６のくぼみ１２２とかみ合う。溝１３０の上部には、開口部７４があり、この
開口部７４は、ばね偏寄プランジャ４４をベース２７を通して延長させ、ハウジング１６
の底部のカム面１３６と相互作用することができるようにする。
【００４８】
　図１８ないし図２０を参照すると、各揺動支持端部７２は、ハウジング１６の上方の湾
曲面１４０を摺動し、面１４０を含む円の中央に揺動軸を提供する下方の湾曲面１３８を
有することが分かる。揺動軸は、ガード２０の領域の刃の前方にある。図１８は、揺動支
持端部７２が案内壁１６２の前表面を支持する偏寄されない位置のハウジング１６を示す
。図１９は、ハウジング１６の前方に偏寄した状態を示し、この場合、揺動支持端部７２
の前表面がハウジング１６の前壁部分に対して押される。これは、シェービングの前のハ
ウジング１６の休止位置である。休止位置での前方への偏寄は、カム面の輪郭を形成する
ことによって達成され、カムフォロア面１０２を有するプランジャ４４は、図２０に示す
ようにハウジング１６の前方近くの休止位置を有する。
【００４９】
　図２０は、ハウジング１６の回転運動の範囲を示す。キャップ２２は、シェービング中
に最初にユーザの皮膚に接触し、ハウジング１６は、時計方向に回転し、ユーザの顔の輪
郭に従い、プランジャ４４によって偏寄される。キャップ２２の最初の向きは、最初、キ
ャップ２２に近い刃を、ガードに接近した刃よりも皮膚に押すことができるようにする。
しかしながら、ガードの領域の揺動および軽い揺動力は、シェービング中にカートリッジ
を“重いガード”にし、キャップよりガードの荷重を大きくする。３つの刃は、漸進的な
最初の露出が行われ、この露出は、各刃の前方および直ぐ後方のカートリッジ部品の皮膚
接触面に正接した平面に関して測定された刃縁の垂直方向の距離、すなわち高さとして定
義される。特に、主な刃は、初期の負の露出を有し、第２の刃は、ゼロの初期の露出を有
し、第３の刃は正の最初の露出を有する。ばね定数と刃の予備荷重は同じであり、刃はシ
ェービング中に“漸進的な力”を有し、第３の刃の力は、第１の刃の力より大きく、第２
の刃の力は、第１および第３の波の力の中間か、または第１または第３の刃のいずれかの
力に等しい。有利なシェービングの結果は、弾性的に取り付けられた３つの刃を有するカ
ートリッジが、シェービング中にこのような漸進的な力のパターンを呈するときに達成さ
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れると考えられる。
【００５０】
　本発明の１つの実施例は、請求項の範囲内にある。ベース構造は、解放可能なラッチで
ハウジングに保持することができる。刃は上部の代わりに底部からの荷重を受ける。カー
トリッジ支持構造は、ハンドルから分離された１つのユニットとしてつくられ、それに取
り付けられる。台形の延長部２６の代わりに（図２１）、６つの側面を有する延長部２２
６（図２２）または他の非対称形の形状を使用することができる。
【００５１】
　回転接続部分は、各穴、シェル軸受、他の技術でピンによって提供される。例えば、図
２１を参照すると、揺動支持構造は、可撓性のプラスティックヒンジ部分２００によって
提供され、このヒンジ部分２００は、ハウジング２０２よりさらに可撓性を有する材料か
らつくられ、回転領域２０６でハウジング２０２と相互接続部材２０４とを接続する。こ
れらの部品は、二色成形によってつくられる。別の例として、図２４を参照すると、ハウ
ジング２０８および相互接続部材２１０は、プラスティックの同じ部品からつくられ、回
転支持構造は、リビングヒンジ２１２によって提供される。またリビングヒンジは、ハウ
ジングと異なるプラスティックの相互接続部材とともに使用される。
【図面の簡単な説明】
【００５２】
【図１】本発明によるシェービングカミソリの斜視図。
【図２】ハンドルと、互いに分離した図１のカミソリの交換可能なカートリッジとを示す
斜視図。
【図３】本発明のハンドルの部品の分解図。
【図４】図２のハンドルの部品の３Ａ－３Ａで切った断面図。
【図５】図２の交換可能なカートリッジの部品の分解図。
【図６】図２の交換可能なカートリッジの部品の図１６の４Ａ－４Ａで切った分解断面図
。
【図７】図２のハンドルの端部のカートリッジ支持構造を示す部分平面図。
【図８】図２のハンドルのプランジャの正面図。
【図９】図７のカートリッジ支持構造の線７－７で切った部分断面図。
【図１０】図７のカートリッジ支持構造の線８－８で切った断面図。
【図１１】図７のカートリッジ支持構造の線９－９で切った部分断面図。
【図１２】図７のカートリッジ支持構造に使用されるエジェクタの平面図。
【図１３】図８のプランジャの斜視図。
【図１４】図７のカートリッジ支持構造に使用されるエジェクタボタンの正面図。
【図１５】図２の交換可能なカートリッジの正面図。
【図１６】図１５の交換可能なカートリッジの平面図。
【図１７】図１５の交換可能なカートリッジの底面図。
【図１８】ハンドルへの接続の前における、カートリッジのベース構造に対する非偏寄回
転位置の図１５のカートリッジのハウジングを示す一部を破断した側面図。
【図１９】ハンドルへの接続後の偏寄位置の図１５のカートリッジの一部を破断した側面
図。
【図２０】図１５の交換可能なカートリッジの回転運動の範囲を示す一部を破断した側面
図。
【図２１】図２のハンドルの延長部の断面図。
【図２２】図２のハンドルの延長部の他の実施例の断面図。
【図２３】異なる回転支持構造を有するカートリッジの他の実施例の側面図。
【図２４】異なる回転支持構造を有するカートリッジの他の実施例の側面図。
【符号の説明】
【００５３】
１２　ハンドル
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１４　カートリッジ
１６　ハウジング
１８　刃
２０　ガード
２２　キャップ
２４　相互接続部材
２６　延長部
２７　ベース
２８　アーム
３２　細長い部分
３４　溝
３６　重り
３７　外側把持層
４１　延長部
４２　カートリッジ支持構造
４４　プランジャ
４８　エジェクタ
５０　エジェクタボタン
１１４　停止面
１３０　溝

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】

【図８】

【図９】

【図１０】

【図１１】

【図１２】

【図１３】

【図１４】 【図１５】
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【図１６】 【図１７】

【図１８】 【図１９】
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【図２０】 【図２１】

【図２２】

【図２３】

【図２４】
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【手続補正書】
【提出日】平成19年10月4日(2007.10.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　細長い手による把持構造と、その把持構造の端部から延びるカートリッジ支持構造とを
有するシェービングカミソリハンドルにおいて、上記細長い手による把持構造は、プラス
ティック製の細長いハンドル部（３２）を有し、上記細長いハンドル部は金属重り（３６
）が配置されている重量受容領域（３４）を形成しており、上記細長いハンドル部は、前
記重り（３６）内に装着された延長部（４１）を有する非エラストマープラスティック支
持層（３９）とともに成形されているエラストマープラスティック外側把持層（３７）を
有する、シェービングカミソリハンドル。
【請求項２】
　手による把持構造は、少なくとも第２のハンドル部を有し、上記第２のハンドル部は前
記第１のハンドル部と反対の重り側に配置されており、前記第２のハンドル部は、前記重
り（３６）内に装着された延長部（４１）を有する非エラストマープラスティック支持層
（３９）とともに成形されているエラストマープラスティック外側把持層（３７）を有す
る、請求項１に記載のシェービングカミソリハンドル。
【請求項３】
　使用者の手による把持面を形成する第１及び第２のハンドル部分（３８、４０）を有し
、上記各ハンド部分は内側に延びる複数の延長部（４１）を有し、重り（３６）は複数の
位置決め用の開口部を有しており、その重りは上記第１及び第２のハンドル部分との間に
挟持されており、さらに上記第１及び第２ハンドル部は、内方に延びる延長部を有する非
エラストマープラスティック支持層（３９）とともに成形されているエラストマープラス
ティック外側把持層（３７）を有する、シェービングカミソリハンドルの柄。
【請求項４】
　開放された中央領域（３４）を備えた中間ハンドルフレーム部材（３０）を有し、上記
中央領域（３４）に重り（３６）が配置され、前記第１及び第２ハンドル把持部は、前記
フレーム部材の対向する上面及び下面に重なっている、請求項３に記載のシェービングカ
ミソリハンドルの柄。
【請求項５】
　フレーム部材（３０）は、その長手方向の端部から延びるカートリッジ支持構造（４２
）を支持する、請求項４に記載のシェービングカミソリハンドルの柄。
【請求項６】
　細長い手による把持構造と、その把持構造の端部から延びるカートリッジ支持構造とを
有するシェービングカミソリハンドルにおいて、上記細長い手による把持構造には凹部（
３４）が形成され、その凹部（３４）に金属重り（３６）が配置されており、把持部（３
８、４０）は、上記重り内に装着された延長部（４１）を有する非エラストマープラステ
ィック支持層（３９）とともに成形されているエラストマープラスティック外側把持層（
３７）を有する、シェービングカミソリハンドル。
【請求項７】
　細長い手による把持構造はプラスティックにより形成されている、請求項６に記載のシ
ェービングカミソリハンドル。
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